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１．未来技術社会実装事業について

２．令和５(2023)年度事業報告 及び
令和６(2024)年度の取組(案)について

３．令和６(2024)年度スケジュール及びロードマップ(案)

資料１



１．未来技術社会実装事業について

２．令和５(2023)年度事業報告 及び
令和６(2024)年度の取組(案)について

（１）森林資源情報高度化 ＷＧ

（２）未来技術導入・検証 ＷＧ

（３）生産管理ＩＣＴ化 ＷＧ

３．令和６(2024)年度スケジュール及びロードマップ(案)
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内閣府 未来技術社会実装事業ホームページより
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内閣府 未来技術社会実装事業ホームページより
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内閣府 未来技術社会実装事業ホームページより
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内閣府 未来技術社会実装事業ホームページより
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内閣府 未来技術社会実装事業ホームページより



課題

・航空レーザ計測による森林資源情報の把握（樹種・地形・境界等）
・クラウドシステム等を活用した森林情報の高度利用

・ICTの活用による効率的なSCMに資する需給情報システムの導入

・伐採等における自動化技術等の導入による木材生産性の向上
・ドローンによる苗木等運搬・薬剤散布(下刈り)等、造林・育林作業の省力化

課題解決に向けた取組

推進体制

栃木県 とちぎの林業イノベーション ｂｙ Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0
AI、IoT、５Ｇ、
自動運転、ドローン

① 森林資源情報のデジタル化・可視化【AI、IoT、５Ｇ】

写真：栃木県提供

② 生産管理のＩＣＴ化【IoT】

③ 自動化による労働負荷低減【AI、IoT、自動運転、ドローン】

ドローン
（苗木等運搬）航空レーザ計測

ロングリーチ
伐倒機

ドローン（薬剤散布）

ICTハーベスタ

地域課題・目指す将来像

地域
課題

将来像

○ 林業×未来技術により、記憶・経験のアナログ林業からデジタルを活用

したスマート林業への転換を図り、 世界に誇る林業大国を目指す

① 高精度な森林資源情報に基づいた、持続的な林業経営

② 互いの需給情報を共有した上での、需要に応じた木材生産の実現

③ 未来技術が現場に実装され、労働負荷が低減、生産性が向上

○ とちぎの森林資源フル活用、需給ミスマッチ解消と森林の若返りによる
公益的機能の高度発揮 （現状：約70％が利用期）

○ 人口減少など社会情勢を踏まえた労働生産性の向上
（現状：日本 主伐 7㎥/人日・オーストリア 30～60㎥/人日）

○ 林業の魅力アップによる若年者の新規参入（現状：若年者（10 ～
20代）約30％（新規就業者に占める割合）

地方公共団体
栃木県（総合政策部、環境森林部、産業労働観光部）、
宇都宮市、足利市、佐野市、鹿沼市、日光市、真岡市、大
田原市、矢板市、那須塩原市、塩谷町、那須町、那珂川町

国（★は現地支援責
任者）

林野庁（★関東森林管理局、森林整備部計画課）、総務
省（関東総合通信局情報通信部、同無線通信部）、国土
交通省（国土地理院関東地方測量部）

大学等研究機関 国立大学法人宇都宮大学農学部、同工学部

民間事業者等

栃木県森林組合連合会、栃木県木材業協同組合連合会、
栃木県林業振興協会、栃木県山林種苗緑化樹協同組合、
㈱栃毛木材工業、那須町森林組合、たかはら森林組合、二
宮木材㈱、渡良瀬林産㈱、㈱ヤマサンワタナベ、㈱パスコ、㈱
小松製作所

名称：栃木県未来技術地域実装協議会
～とちぎスマート林業推進協議会～

内閣府 未来技術社会実装事業ホームページより
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関係団体・民間企業等

栃木県
未来技術地域実装協議会

～とちぎスマート林業
推進協議会～

測量会社

・(株)パスコ栃木支店

林業機械メーカー

・(株)小松製作所

県森林組合連合会
県山林種苗緑化樹協同組合
県林業振興協会

林業 ・(株)栃毛木材工業

事業体 ・那須町森林組合

・たかはら森林組合

県木材業協同組合連合会

製材工場 ・二宮木材(株)

・渡良瀬林産(株)

・(株)ヤマサンワタナベ

大学等研究機関

・国立大学法人宇都宮大学
工学部基盤工学科
農学部森林科学科

・栃木県林業センター

地方公共団体

栃木県
宇都宮市・足利市・佐野市・
鹿沼市・日光市・真岡市・
大田原市・矢板市・那須塩原市・
塩谷町・那須町・那珂川町

国
現地支援責任者

林野庁関東森林管理局

ハンズ
オン
支援

関係省庁
林野庁・農林水産省・国土交通省・総務省

※ 敬称略

全34者
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とちぎスマート林業推進協議会



効果・検証：林業センター、各出先事務所

＜協議会＞

〇 会長：宇都宮大学 松英准教授
〇 副会長：県森連 江連会長・県木連 東泉理事長
〇 構成員（34団体）

森林情報高度化ＷＧ 未来技術導入・検証ＷＧ 生産管理ICT化ＷＧ

〇 事務局：環境森林政策課環境立県戦略室・総合政策部デジタル戦略室・産業政策課次世代産業創造室

… 総合的な企画調整、普及啓発、協議会運営

実装・普及

【目的】
スマート林業の基盤となる森林資源
情報の高度化・可視化

【取組内容】
① 航空レーザを活用した計測
② 資源（材積等）・地形解析

【構成】
民間（測量会社），国（林野庁・
国土地理院），県（森林整備課等）

【目的】
労働生産性の向上を図るための、未来技術の実証

【取組内容】
① 未来技術による労働生産性向上の実証
② 未来技術を活用した生産工程の普及

【構成】
民間（林業団体・事業体、林業機械ﾒｰｶｰ），
国（林野庁・総務省），県（林業木材産業課等）

【目的】
需給ミスマッチを解消するための、
生産管理のＩＣＴ化

【取組内容】
① 生産管理システムの基礎調査
② システムの構築

【構成】
民間（林業団体・製材業団体），
国（林野庁）,県（林業木材産業課等）

10

とちぎスマート林業推進協議会 推進体制



１．未来技術社会実装事業について

２．令和５(2023)年度事業報告 及び
令和６(2024)年度の取組(案)について

（１）森林資源情報高度化 ＷＧ

（２）未来技術導入・検証 ＷＧ

（３）生産管理ＩＣＴ化 ＷＧ

３．令和６(2024)年度スケジュール及びロードマップ(案)

森林整備課 森林保全担当



森林資源情報高度化 WG ～事業のイメージ～
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意向調査(法定2計画）

航空レーザ計測の最適条件航空レーザ計測の最適条件 資源解析プログラム 地形解析・利活用 3次元施業提案3次元施業提案

路網自動計画

意向調査実施(不明者探索）

意向調査(準備）

パスコ

森林クラウド(研修・保
守）

地形判読ツール

森林境界明確化（合意形
成）

森林境界明確化（現地調
査）

森林ソリューションの技術体系

未来技術で

「地形」の見える化「林相」の見える化

現地下見（境界等）

毎木調査（資源量）

現地測量（作業道）

〔人力〕
・胸高直径
・樹高etc…

〔人力〕
・線形
・縦横断etc…

経験値をベースに
した作業が必要

現状

単木レベル解
析

収量比数等

TerrainMapper
4点以上/m2で効率的に計測

基盤データを活用して…

最大限に価値を高めた森林経営計画の作成

・地籍(境界)確定 ・施業集約化 ・伐採造林計画
・路網計画設計 ・作業(人員・機械)配置計画等…

➢需要を見据えたﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
➢材積的・経済的歩留り
➢森林資源を最大限活用 ✓パソコン上で精度の高い森林データ

（地形・資源量等）を取得できる！

✓現地調査を省略・省力化できる！

基盤整備

現場で人力で、施業の都度行っていた
森林資源情報等の調査がレーザ測量により

航空レーザ計測
データ解析・クラウド等による共有（イメージ）



森林資源情報高度化 WG ～航空レーザ計測成果のイメージ～
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• 森林資源解析 レーザ林相図

林道

崩壊地形

治山施設

階段状斜面

• 地形解析 微地形表現図

―既設路網の把握

―崩壊危険箇所の把握

―樹種の判別

集計する

森林資源情報



森林資源情報高度化 WG ～事業全体計画～
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○目 的：航空レーザ計測・解析による高精度な森林資源量や地形情報等を把握する

ことにより、スマート林業の基盤を整備

○事業内容：航空レーザ計測・地形解析 民有林全体 （約22万ha）

森林資源解析 民有林人工針葉樹林（約12万ha）

１年目（R2補正予算）：モデル事業実施区域の位置する市町等

（鹿沼市・日光市（一部）・矢板市・塩谷町・那須町 ）

２年目（R3補正予算）：県西・県北など林業経営が活発な地域

（栃木市、佐野市（一部）・日光市・大田原市・那須塩原市・那須烏山市・那珂川町）

３年目（R4補正予算）以降：その他地域

R2
（2020）

R3
（2021）

R4
（2022）

R5
（2023）

R6
（2024）

R7
（2025）

航空レーザによる情報取得

モデル地域
林業経営

地域

■ 本格実装（森林クラウドへ情報反映・運用）

その他地域

令和４年度実施済

令和３年度実施済

令和５年度～実施中



森林資源情報高度化 WG ～令和５(2023)年度事業報告～
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○ 航空レーザ計測による森林資源情報の把握

地形解析：241㎢，森林資源解析：148㎢
（R3～5累計：地形解析：1,902㎢，森林資源解析：1,117㎢ ）

R5：宇都宮市・佐野市にて実施

計測実施済

＜航空レーザ計測範囲＞
・４点/㎡以上の航空レーザ計測
・解析内容

地形データ ：微細地形、既設作業道等
資源量データ：単木：樹種・樹高・胸高直径等、総量：材積・本数

解析対象
市町

人工林面積
（民有林面積）

宇都宮市 47 （76）

栃木市 38  （84）

佐野市 125（206）

うちR5実施分 101（165）

鹿沼市 245（321）

日光市 237（450）

大田原市 94（122）

◆ 令和３～５年度 森林資源解析（地形解析）実績

解析対象
市町

人工林面積
（民有林面積）

矢板市 57  （76）

那須塩原市 45（135）

那須烏山市 36  （78）

塩谷町 52  （73）

那須町 81（183）

那珂川町 60  （98）

合計
1,117

（1,902）



森林資源情報高度化 WG ～令和５(2023)年度事業報告～
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PC版

現地用タブレット
（スマホ）版

○成果品（ビューアソフト）※計測結果の閲覧専用ソフト



森林資源情報高度化 WG ～令和５(2023)年度事業報告～
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◇ 研修内容
【基礎編】事業説明、林業支援システム操作説明、

現地調査タブレット操作説明
【実践編】UAV計測実演、UAV計測計画立案研修

◇ 開催日時・場所
【基礎編】令和５年10月31日（火）

宇都宮大学船生演習林
【実践編】令和５年11月 2日（木）

県北環境森林事務所

◇ 参加者 【基礎編】19名 【実践編】21名

＜参加者の声＞
・森林作業道の計画にあたり、事前に広葉樹や崩壊地・露岩等が把握

できるため、線形決定の参考となる。
・森林資源量（材積）が把握できれば、現地調査の省力化が図れそう。

令和５年10月～11月に過年度の成果品（ビューアソフト）やUAVを用いて、
事業者向けの研修会を実施しました。

○事業者向け研修の実施



森林資源情報高度化 WG ～令和５(2023)年度事業報告～
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○計測成果の共有

（１）栃木県森林クラウドシステムへの搭載によるデータの共有

令和５年度計測成果を３月15日に森林クラウドシステムに搭載し共有開始

※搭載データ
・微細地形図（赤色立体図）
・傾斜区分図
・航空写真（オルソ画像）
・レーザ林相図
・単木情報（樹種・樹高等）

等



森林資源情報高度化 WG ～令和５(2023)年度事業報告～
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○計測成果の共有

（２）「G空間情報センター」を活用したオープンデータ化

※搭載データ
・微細地形図（CS立体図）
・傾斜区分図
・レーザ林相図
・数値標高モデル（DEM）
・森林資源量集計メッシュ

等

～G空間情報センターとは～ ＜G空間情報センターHPより抜粋＞

様々な主体が様々な目的で整備している地理空間情報（＝G空間情報）の有効活用と流通促進を図ること、
また社会課題を解決するアクターの後方支援を行うためのデータ流通支援プラットフォームです。

利用者が必要となるG空間情報や関連する情報がワンストップで検索入手できるサービスを提供するほか、
研究開発やデータキュレーションなど、イノベーション創出に向けた事業を展開します。



森林資源情報高度化 WG ～令和５(2023)年度事業報告～
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○計測成果の共有

（３）オープンデータ化の成果（民間サービスでの利用）

レーザー林相図＋森林計画図CS立体図＋森林計画図

晃洋設計測量株式会社 GNSS測量ソフト 山守GPS

※アプリケーションの背景地図に

航空レーザ成果を活用



森林資源情報高度化 WG ～令和５(2023)年度事業報告～
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○計測成果の共有

（３）オープンデータ化の成果（民間サービスでの利用）

株式会社マプリィ mapry森林マップ（β版）



令和５年度 令和６年度

第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

森林資源
情報高度化

ＷＧ

森林資源情報高度化 WG ～令和６(2024)年度の取組～

（２） 令和６(2024)年度 スケジュール

（１） 事業概要

・対象地域 ３市町（足利市、さくら市、茂木町）

航空レーザ計測・地形解析211㎢、森林資源解析89㎢

・委託業者 選定準備中

・４点/㎡以上の航空レーザ計測

・解析内容

地形データ（微細地形、既設作業道等）

資源量データ（単木：樹種・樹高・胸高直径等，総量：材積・本数）

○令和６(2024)年度 事業概要等について

22

WG

航空レーザ計測・解析契約手続

R5データ実装 運用 ～事業体・市町等の声をフィードバック～
R6データ実装

WGデータ活用検討会・実証・研修会（適宜開催）



１．未来技術社会実装事業について

２．令和５(2023)年度事業報告 及び
令和６(2024)年度の取組(案)について

（１）森林資源情報高度化 ＷＧ

（２）未来技術導入・検証 ＷＧ

（３）生産管理ＩＣＴ化 ＷＧ

３．令和６(2024)年度スケジュール及びロードマップ(案)

林業木材産業課 循環型林業担当



１ 令和５（2023）年度事業報告

１－１ 令和５（2023）年度取組状況

１－２ 検証機械等一覧

１－３ 検証結果

・【路網設計支援システム】（ＦorestＲoadＤesigner（ＦＲＤ）住友林業(株)）

・【ロングリーチ伐倒機】（ブラキオＥＸ 松本システムエンジニアリング(株)）

・【ＩＣＴハーベスタ（バリューバッキング）】(日立建機日本(株))

・【ＩＣＴハーベスタ データ送信】（PC138US-10NM (株)小松製作所）

・【薬剤散布用ドローン】（Ｔ-30 ＤＪＩ)

・ドローンの共同利用（レンタル・作業代行）体制づくりの検証

１－４ 機械実演等研修会

２ 令和６（2024）年度の取組

項 目

検証の目的

１ 本県の林業に効果的な未来技術等を選定すること

２ 林業経営体が抱く未来技術等の導入に対する障壁を撤廃すること
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スマート林業推進（未来技術導入・検証WG）

１－１ 令和５（2023）年度取組状況

月 日 事 項 内 容

６月７日
第１回未来技術
導入・検証ＷＧ
開催（書面）

・Ｒ４年度の結果報告
・検証課題及びＲ５年度以降の方針について

【構成員 １３名】

７月４日
ドローンオペレータ養成

研修会
・薬剤散布用ドローンのオペレータを養成するための操作技術向上に係る研修

【県内林業経営体等 １４名参加】

７月19日
事業説明会
及び意見交換

・Ｒ４年度の結果報告
・Ｒ５年度の検証機械、経営体等の決定について 【県内林業経営体１９者(参加】

検証開始 ８月１日から１２月２５日まで ※１－２の検証機械等一覧のとおり

11月９日
運搬用ドローン等

研修会

・運搬用ドローンによる苗木や獣害防止資材の運搬の実演
・共同利用体制（ドローンによる苗木運搬の試行）の取組について

【県内林業経営体等 約４０名参加】

11月15日
ラジコン式伐倒作業車等

研修会
・ラジコン式伐倒作業車、自動植栽機等の自動化・省力化機械の実演

【県内林業経営体等 約１００名参加】

11月21日
路網設計支援システム

研修会
・路網設計支援システム（ＦＲＤ）のバージョンアップに伴う操作研修

【ＦＲＤ検証経営体 ６名参加】

12月20日
衛星通信サービス

研修会
・衛星通信サービス（Starlink）及び情報通信杭による携帯電波圏外における通信デモン
ストレーション 【県内林業経営体等 約４０名参加】

２月22日
四足歩行ロボット等活用

研修会
・四足歩行ロボット（ＳＰＯＴ）による森林内の巡回や資材運搬などの実演

【県内林業経営体等 約６０名参加】

３月13日
第２回未来技術
導入・検証ＷＧ
開催（書面）

・令和５(2023)年度事業報告及び令和６(2024)年度の取組について

１ 令和５（2023）年度事業報告

未来技術導入・検証 WG ～令和５(2023)年度事業報告～

25



項目 メーカー等 市町村 事業体 検証期間 研修会

路網設計支援システム 住友林業㈱ 鹿沼市 粟野森林組合 ９/１～12/25 11/21

鹿沼市森林組合

㈲高見林業

日光市 ㈱ヨネザワ・フォレスト

矢板市 高原林産㈱

大田原市 大田原市森林組合

那須町 那須町森林組合

ラジコン式伐倒作業車

松本システムエン
ジニアリング㈱

塩谷町 たかはら森林組合 11/15

自動植栽機

大径材対応フェラーバンチャ

大径材対応グラップルソー 鹿沼市 ㈱栃毛木材工業 10/23～12/15

ロングリーチ伐倒機 鹿沼市 粟野森林組合 ８/１～９/19

日光市 日光市森林組合 ９/19～10/20

ＩＣＴハーベスタ ㈱小松製作所 鹿沼市 ㈲高見林業 10/23～11/24

ＩＣＴハーベスタ 日立建機日本㈱ 宇都宮市 宇都宮市森林組合 ９/27～10/27

薬剤散布用ドローン ＤＪＩ ほか 鹿沼市 ㈲高見林業

７月～９月那須塩原市ほか たかはら森林組合 ７/４

大田原市 大田原市森林組合

苗木運搬用ドローン ㈱マゼックス 那珂川町ほか 栃木県森林組合連合会 ７月～12月 11/９

情報通信杭 山陽商事㈱ ほか 鹿沼市 ㈲高見林業 12/20

四足歩行ロボット 森林総合研究所 塩谷町 ２/22

未来技術導入・検証 WG ～令和５(2023)年度事業報告～

１－２ 検証機械一覧（11種・９市町・12事業体）
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【路網設計支援システム】（ＦorestＲoadＤesigner（ＦＲＤ）住友林業㈱）

検証内容

Ｒ３：既設路網とシステム設計との線形を比較検証

Ｒ４：システム設計の線形を踏査し現地と比較検証

Ｒ５：システム設計の線形を活用して作業道を開設
し踏査後の線形と比較検証

➢ 開設には設計時、現地踏査時ともに修正を要
した

・ 机上設計の時間の短縮

・ 初期設定の違いで線形が大きく変化
・ 急斜面では踏査後の修正が多い

27➢ 他の路網設計システムを使用した設計検証

結果詳細

目的：経験の浅い技能者でもベテラン技能者と
同様に設計を行う

課題への対応

結果・課題

・設計時間(現地踏査込)
従来 約100～200ｍ/日 → 検証 約1,000ｍ/日

・机上設計（現地踏査前の設計）の時間短縮
・机上設計のたたき台として活用可能
ただし、ベテラン技能者の見立てでは及第点の線形

・踏査の結果、非現実的な線形になる場合があった
・現場で踏査しながら線形修正ができない

【能力】 ・土質の判断 → 自動不可
・災害への対応 → 沢地形は回避

→ 湧水の判断不可
【難易度】・机上設計は経験が浅い技能者でも可能

・初期設定の違いで線形が大きく変化
・支線、スイッチバックの設計不可

ＦＲＤによる線形

開設した作業道

踏査後の線形

ＦＲＤ設計では傾斜の起伏
が大きく走行の安全確保を
図るため、全体を斜面下方
へ約５ｍ修正して開設

１－３検証結果
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結果詳細

【ロングリーチ伐倒機】（ブラキオＥＸ 松本システムエンジニアリング㈱）

◆ モデル地区での労働生産性
従来：７㎥/人・日 → 検証：１７㎥/人・日

Ｒ３～５：
従来作業とロングリーチ伐倒機における地域・作

業種（皆伐、間伐）等の違いによる性能、安全性、
使用感、難易度等の比較検証

目的：従来作業の素材生産に係る労働生産性、
安全性の向上

➢ 機械単体での能力等について検証済

➢ 機械の特性を生かした作業システム

・ 広範囲の伐採が可能であり労働生産性が向上
・ かかり木の減少など労働安全性が向上
・ 作業道の低密度化への期待

検証内容

結果・課題

【能力】
・伐倒可能な範囲：最大１２ｍ(作業時８～１０ｍ)
・伐倒可能な胸高直径：４５cm
・伐倒可能な勾配：２５～３５°

【労働安全性】
・大径材の伐採可能
・急勾配では地山へのアーム接触有り → 高切
・同様にアームとヘッドの接触有り
・チェーンソー伐採より格段に安全
・かかり木の減少
・倒伐時に木の重心のズレ → 伐採者側に倒木

【操作性】【難易度】等
・ベテランのオペレータであれば半日～１週間程度
で操作可能
→ 経験の浅いオペレータでは活用は難

➢ 複数工程など機械の組み合わせによる検証
（機械特性に応じた作業システム）

課題への対応

・ 経験の浅いオペレータでは活用は難
・ 急勾配な現場での活用は難
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結果詳細

【ＩＣＴハーベスタ（バリューバッキング）】(日立建機日本㈱)

目的：市場価格を反映した最適な寸法での採材に
よる伐採・造材作業の効率化

Ｒ４：ロングリーチ型での伐採・造材の比較検証

Ｒ５：事業体を変えて継続的な比較検証

Ｒ３～５：
従来作業とＩＣＴハーベスタにおける地域・作業

種（皆伐、間伐）・機種（従来機、ロングリーチ
型）等の違いによる性能、安全性、使用感、難易度
等の比較検証

➢ 機械単体での能力等について検証済

➢ 機械の特性を生かした作業システム

・ 経験が浅いオペレータでも操作が可能
・ カラーマーキングにより仕分け作業の効率化

検証内容

➢ 複数工程など機械の組み合わせによる検証
（機械特性に応じた作業システム）

【能力】
・品質を考慮した長さ → 市場で最も高価になる長さ
・カラーマーキングによる仕分け作業が可能
・まがり等はオペレータによる目視
・伐倒可能な胸高直径：～約５０cm

【操作性】【難易度】等
・経験が浅いオペレータでも１週間程度で操作可能
・自動送材でコクピットに材が接触 → 狭い場所は不適
・木寄不可 → 効率低下

◆ ロングリーチ仕様機

【能力】
・伐倒可能な距離：最大約１２ｍ
・伐倒可能な高さ・深さ：高さ約７ｍ 深さ約４ｍ
・伐倒可能な胸高直径：約３０～４０cm

【労働安全性】
・自動送材による接触の危険が少

【操作性】【難易度】等
・経験が浅いオペレータを想定した設計であるため、
１～２週間で操作可能

・ まがり等についてはオペレータによる目視

結果・課題

課題への対応
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【ＩＣＴハーベスタ データ送信型】（PC138US-10NM ㈱小松製作所）

検証内容

Ｒ３～５：
手検知と機械検知との比較検証（データの蓄積）

Ｒ５：通信環境の整備によるデータ送信機能の検証

➢ データの蓄積や通信範囲の拡大

➢ 検知データ蓄積の継続（信頼性向上）
➢ 広域利用可能な通信機器での比較検証

目的：現場での手検知の省略及び材積データの
会社等への送信による直送取引

・ 検知データと市場伝票との材積誤差約２％
・ 衛星通信サービスを使用したデータ送信

・ 検知データのバラつき
・ データ送信できる現場が限定的

【能力】
・検知機能 → 手検知精度と約２％程度の誤差

（Ｒ３～４は５～10％）
・ＧＰＳの精度によりｍ単位のズレ有り
・データ送信機能 → 携帯通信圏内ではデータ送信が

自動
携帯通信圏外では衛星通信サー
ビス等を使用して送信

・品質はオペレータによる判断
→ 機械による品質選別が必要(要望)

【操作性】【難易度】等
・カラーマーキングにより効率的な仕分け

課題への対応

結果詳細

結果・課題

ＩＣＴハーベスタによる検知

携帯通信圏内へ移動後、
スマートフォンから
データ送信

現場 会社

衛星通信サービス
を利用してデータ
送信

機械検知等の送信データ

◆ 携帯通信圏内ではデータは自動転送

◆携帯通信圏外では専用アプリでスマートフォンへデータを保存
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➢ 薬剤散布に係る労働生産性等について検証済

➢ オペレータ育成、山林内での作業に係る技術

力の向上が必要

【薬剤散布用ドローン】（Ｔ-30 ＤＪＩ) 

検証内容

Ｒ３～５：
人力作業とドローンによる作業との地域・現場条

件等の違いによる作業効率等の比較検証

➢ 共同利用体制の構築及びマニュアル・基準等の
作成に向けた検証

目的：下刈り（人力作業）に係る作業の効率化、
安全性の向上、労働負荷の軽減

・ １回の散布で成長抑制効果が２年間継続
・ 従来と比較し経費、労働力ともに削減効果

・ 山林での散布には技術を要する

区分 事業費（２年分）

下刈り（従来型） 380千円

薬剤散布（ドローン） 365千円

差 ▲ 15千円

経費

労働力

区分 人工数（２年分）

下刈り（従来型） 14人

薬剤散布（ドローン） 3人

差 ▲ 11人

（ha当たり）

（ha当たり）

→ 下刈り２年分と同程度の経費

→ １ha当たり約10人の労働力を削減

【能力】
・液剤や粒剤の薬剤散布 → 可能
・飛行距離：２km程度まで
・飛行時間：10分程度

【労働負荷】【作業効率】
・飛行ルートの入力、操縦のみ
・操縦研修の受講が必要
・効率 ドローン：約1.0ha/h
※ 下刈り従来：約0.1ha/日・人

【土質・水質試験の結果】
・土質・水質とも影響なし

課題への対応

結果詳細

結果・課題
◆ 従来型との比較
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ドローンの共同利用（レンタル・作業代行）体制づくりの検証

Ｒ４：新たな体制づくりに係る課題等整理

Ｒ５：共同利用の試行及びマニュアル素案作成

目的：利用時期が限られているドローンについて
共同利用などができる新たな体制の構築

➢ 共同利用体制の構築に向けて､人材育成・運用
面での基準の整理

➢ オペレータ育成､マニュアル作成【継続】
➢ マニュアル素案の実地での検証

・ 共同利用体制によるドローン及びオペレータ
派遣の試行

・ オペレータの不足（人員・技術力）
・ 薬剤散布に係る技術の平準化

検証内容

課題への対応

結果詳細

結果・課題
→ 那須町森林組合から共同

利用窓口（栃木県森林組合
連合会）に苗木運搬の「作業
代行」を依頼

→ 約２万本の苗木を２日間で
運搬（約10ha）

→ 作業依頼には、現場位置、
荷下ろし箇所、運搬数量等
が分かる図面が必要

◆ 共同利用体制の試行

◆ オペレータ養成研修会 ◆ 運搬用ドローン研修会

◆ 共同利用体制の構築に向けた関係者打合せ

【新たな体制のイメージ】
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スマート林業推進（未来技術導入・検証ＷＧ）

（１）ラジコン式伐倒作業車等研修会

日 時 ： 11月15日（水） 10：00～12：00
場 所 ： 塩谷町喜佐見
共 催 ： たかはら森林組合
参 加 者 ： 県内林業経営体等 約100名
検証機械 ： ラジコン式伐倒作業車（シン・ラプトル）

自動植栽機（テリジノロボ） など
研修内容 ： 開発段階など最新の林業機械の実演

◆ ラジコン式伐倒作業車（シン・ラプトル）
【能 力】 登坂能力 ： 下り傾斜45°、登り傾斜35°

生産性 ： 平均38㎥（伐倒、木寄せまで）
最大切断径 ： 50cm

【操作性】 「伐倒」スイッチをＯＮにするだけで立木を伐採から倒すまでを自動で実施
【安全性】 立体視映像システムにより機械から離れた場所で的確に伐採・搬出操作が可能

◆ 自動植栽機（テリジノ・ロボ）
【能 力】 自動で掘削、植付、転圧まで30秒で行う

植栽位置をＧＮＳＳデータとして蓄積可能
300ccコンテナ苗まで植栽可能（機械幅に合わせた植栽間隔）

【操作性】 搭載されているタブレットに植栽位置が示され操作も簡単

➢ 傾斜地での伐倒・集材作業を安全に実施できる

➢ 植栽位置をＧＮＳＳデータで管理することにより自動下刈り機等にも対応可

１－４機械実演等研修会

未来技術導入・検証 WG ～令和５(2023)年度事業報告～
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スマート林業推進（未来技術導入・検証ＷＧ）

（２）山間地における情報通信技術研修会

日 時 ： 12月20日（水） 13：00～15：30
場 所 ： 鹿沼市上粕尾ほか
共 催 ： ㈲高見林業
参 加 者 ： 県内林業経営体等 約40名
検証機器 ： 衛星通信サービス、情報通信杭
研修内容 ： 衛星通信サービス（Starlink）及び

情報通信杭を利用した通信環境の改善
並びに通信デモンストレーションの実施

◆ 衛星通信サービス（Starlink）

・ Starlink環境下ではビデオ通話等が可能
・ Starlinkにより通信環境が確保できるエリアは25m程度
・ 広範囲・森林内へのWi-fi環境の整備には情報通信杭が必要
・ 機器の北側上空が開けている必要あり

◆ 情報通信杭

・ 情報通信サービス（Starlink）の電波を森林内でホップ可能

➢ 山林内での通信による安全確保等に活用可

➢ Starlinkとの組合せにより通信可能エリアの拡大が可能

未来技術導入・検証 WG ～令和５(2023)年度事業報告～
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スマート林業推進（未来技術導入・検証ＷＧ）

（３）四足歩行ロボット等活用研修会

日 時 ： ２月22日（木） 13：30～15：00
場 所 ： 塩谷町上寺島
参 加 者 ： 県内林業経営体等 約60名
検証機械 ： 四足歩行ロボット（ＳＰＯＴ）など
研修内容 ： 森林内における巡回や資材運搬など

のデモンストレーションの実施

◆ 四足歩行ロボット（ＳＰＯＴ）

【能 力】 登坂能力：30° 耐荷重：14kg
・障害物乗り越え高さ30cm以内の条件で歩行可能

【操作性】 市販のアンドロイドタブレットで簡単に操作が可能
【安全性】 前方のカメラにより人との衝突を回避

◆ 電動クローラ一輪車

【能 力】 登坂能力：35° 耐荷重：60kg
・電動オーガを装備すれば植付作業も可能

【安全性】 アウトリガを装備し斜面での積み下ろし可能
下り斜面での加速を抑止

➢ 自動歩行が可能であり森林内での活用方法の検討に期待

➢ 苗木運搬・植栽の労働負荷の軽減

未来技術導入・検証 WG ～令和５(2023)年度事業報告～
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Ｒ６年度以降の検証機械の候補

スマート林業推進（未来技術導入・検証ＷＧ）

架線式グラップル

・ 架線集材システム ・荷掛け、搬送、荷下ろしを安全な場所からの無線操作が可能
➢ 作業効率と作業安全性が向上

・ システムラジコン1台で架線式グラップルと油圧集材機の全操作が可能
➢ プロセッサに載ったままで操作可能

ウインチアシストシステム

・ 傾斜地で作業する重機を斜面から伸ばしたワイヤーでけん引し、機体の安定性を
保持することにより傾斜地作業の機械化を促進

➢ 労働安全の確保、生産性の向上

・ テザー（ウインチアシストシステムを搭載した重機）のオペレータは不要
➢ 作業機に乗ったままで操作可能

高速走行フォワーダ、自動走行フォワーダ

・ （高速走行フォワーダ）クローラ式と比べて約1.5倍の速度で走行が可能
➢ ボトルネックとなっている運材に係る労働生産性の向上

・ （自動走行フォワーダ）運材に係る労働力の削減が可能
➢ 生産性の向上

未来技術導入・検証 WG ～令和６(2024)年度の取組～

Ｒ６年度の検証方針

生産性の向上を図るため伐採工程に加えて集材工程などでの検証を実施

➢ 複数工程での導入効果の検証
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未来技術導入・検証 WG ～令和６(2024)年度の取組～

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

未来技術
導入･検証

ＷＧ

④ 技術検証 ⑦
とりまとめ・分析

②
委託契約

①
ＷＧ

一部実装 ～実装後の運用データ・改善点等もフィードバック

⑥
ＷＧ

③
説明会

⑤ 研修会

事 項 開催時期 内 容

①,⑥ 未来技術導入・検証ＷＧ ６月、３月 検証機械・内容（案）等について協議

② 委託業務契約 ６月 委託により実施予定

③
事業説明会・意見交換 ７月 ＷＧ協議結果の説明、

検証機械、経営体等の決定

④ 導入検証 ８～12月 事業説明会の結果に基づき検証

⑤ 研修会 適宜開催 検証機械等の実演等研修会の開催

⑦ とりまとめ・分析 １～２月 検証結果のとりまとめ、分析

Ｒ６年度スケジュール（案）
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１．未来技術社会実装事業について

２．令和５(2023)年度事業報告 及び
令和６(2024)年度の取組(案)について

（１）森林資源情報高度化 ＷＧ

（２）未来技術導入・検証 ＷＧ

（３）生産管理ＩＣＴ化 ＷＧ

３．令和６(2024)年度スケジュール及びロードマップ(案)

林業木材産業課 木材産業担当



（１）事業概要・目的

川上・川中・川下間における生産・需要の見える化を図り、素材丸太及び製品の生産流通を中長期スパンで計画
的に行うための「需給情報システム」を構築すること

⇒プロダクトアウト型からマーケットイン型への転換 （川下の需要をもとに素材丸太⇒製品を生産）
⇒川下の確実な需要をもとに安定取引が促進 ⇒ 川上の素材生産力が強化（増産）

各業種における需給情報の基礎調査を実施（県内405社に参画意向確認）
⇒データシートのとりまとめ（75社から回答）⇒ 木協連HPで公開

・川上（森林組合・素材生産事業体） ：森林経営計画に基づいた素材生産計画・能力 ⇒ 22社
・川中（製材工場・集成材工場） ：使用する素材丸太や製品加工計画・能力 ⇒ 22社
・川下（製品市場・流通・プレカット）：製品需要 ⇒ 33社

（２）Ｒ３実績

（３）Ｒ４実績

データシートを活用したシステムの仕様検討
⇒掲載情報（需給情報＋木材統計情報）・機能・操作方法等を検討、仕様書を作成

・参画事業者へのアンケートを実施 ⇒ 30社から回答（川上８社、川中９社、川下13社）
（内容：システムに掲載する項目、更新頻度、システムに求める機能等）

仕様書をもとに、需給情報システムの先導モデルを試作・運用スタート（75社）

Ｒ５実証内容 ⇒ システムの制作工程、運用状況、及び各社のデータ編集機能
Ｒ６実証内容 ⇒ システム全般及び改良点等に関すること

※木協連を中心に民間ベースでシステムを運用・実証を継続
⇒実証結果を踏まえた改良等により、将来的には実際の商取引に活用

（４）Ｒ５実績
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月 日 事 項 内 容

５月25日
６月２日

第１回WG開催 今年度の事業内容の説明と協議 ⇒ 合意形成（29社参加）

６月６日 WG結果報告 協議会会長（松英准教授）に報告

６月23日 業務委託契約 木協連と契約締結 （契約期間：R5.6.23～R6.3.22）

７月14日 システム制作開始

８月３日
～12月7日

中間打合せ システムのフレーム確認、細部調整

１月30日 システム完成 システムの運用開始

２月７日 WG事前打合せ 協議会会長（松英准教授）にシステム説明

２月19日
２月21日

第２回WG開催 システムの操作方法及び実証内容の説明 ⇒ 合意形成（34社参加）

３月22日 業務委託完了 システム納品と実証結果のとりまとめ⇒ 実証は次年度も継続

３月27日 協議会開催 スマート林業推進協議会における事業報告

令和５年度 事業実績
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供給＜需要
⇒川上の増産へ

川中への情報発信 川上への情報発信

川中への情報発信
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川下への情報発信
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川上→川中
供給情報

●●森林組合
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川上←川中
需要情報

川中→川下
供給情報

株式会社●●製材所
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川中←川下
需要情報

●●木材株式会社
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製材工場 集成材工場

取得認証

製品生産品目

使用丸太規格

製品生産品目

使用丸太規格

使用ラミナ規格
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登録メールアドレスに連絡が届く

具体的な商談・取引へ



生産管理ICT化 WG ～令和５(2023)年度事業報告～
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（１）システムの制作工程

・制作期間の不足（計画４ヶ月⇒実施７ヶ月）

⇒多様な製品規格による検索の設定

⇒業種毎に異なる掲載情報の整理

・問合せメールの機能やスペックの検討材料が不足

（２）システムの運用状況・動作確認

（３）各社のデータ編集機能

（４）その他

R5(2023)年度分の実証結果について

・木材統計データの入力完了

・各社の使用開始後も正常に作動、運用に問題なし

・複数の利用者が編集等を行っても正常に表示

・セキュリティ上の問題（情報漏洩等）なし

⇒ 継続運用が可能

・データの内容や掲載量は適切

・入力しやすく、更新の手間は少ない

・スギ・ヒノキ以外の丸太使用量を掲載したい

・編集用画面の年表示の変更がしにくい

⇒ 今後の検討材料

・各社の認証制度の取得状況を追加掲載

・トップページのグラフの視認性向上 ⇒ 反映済み

・今後はシステムの活用にあたり、各社が継続的に情

報を更新していける取組の検討が必要

⇒ 今後の検討材料
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第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

生産管理
ICT化
ＷＧ 試作システムの運用・実証 ～参画事業者の声をフィードバック

WG

１ 「試作システム」を、栃木県木材業協同組合連合会を中心に運用

２ 実証を継続し、参画事業者（川上・中・下）の声を集約して実証結果を取りまとめ

実証内容：システム全般及び改良点

各機能の使用実績と取引への活用度 等

３ 実際の商取引への活用を見据えた「本システム」について、将来的に民間ベースで構築

する場合の改良点や方向性を提言

管理者 ⇒ システム管理・木材統計情報を更新
事業者 ⇒ 随時自社データを更新・他社データの閲覧と連絡



１．未来技術社会実装事業について

２．令和５(2023)年度事業報告 及び
令和６(2024)年度の取組(案)について

（１）森林資源情報高度化 ＷＧ

（２）未来技術導入・検証 ＷＧ

（３）生産管理ＩＣＴ化 ＷＧ

３．令和６(2024)年度スケジュール及びロードマップ(案)



令和６年(2024)年度スケジュール（案）

区分
令和５年度 令和６年度

第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

森林資源
情報高度化

ＷＧ

未来技術
導入･検証

ＷＧ

生産管理
ICT化
ＷＧ

とちぎ
スマート

林業
推進協議会

WG 航空レーザ計測・解析

技術検証

とりまとめ･分析

契約手続

委託契約

進捗報告（適宜）

各年度第４四半期に、事業計画・取組報告等を行う

※ その他大きな変更等ある場合などは、適宜開催

WG

R5データ実装 運用 ～事業体・市町等の声をフィードバック

一部実装 ～実装後の運用データ・改善点等もフィードバック

システム構築

R6データ実装

協議会

WG

WG説明会
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データ活用検討会・実証・研修会（適宜開催）

研修会

WG

管理者 ⇒ システム管理・木材統計情報を更新
事業者 ⇒ 随時自社データを更新・他社データの閲覧と連絡

試作システムの運用・実証 ～参画事業者の声をフィードバック



とちぎスマート林業推進事業 ロードマップ（案）

区分 R2（2020） R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

とちぎスマート林業推進協議会

① 森林資源情報高度化 WG

② 未来技術導入・検証 WG

素材
生産

作業道作設

伐採

集材

造材

積込

搬出

積込

運搬

造林
・

保育

地拵え

苗木運搬

獣害対策

植付

下刈

除伐･保育間伐 等

③ 生産管理ICT化 WG

●協議会
設置

■ 全県に普及事業内容の検討・改良事業計画
作成

基礎調査
需給基礎情報等

システム
仕様作成

実装・試験運用システム試作

航空レーザによる情報取得
モデル地域 林業経営が盛んな地域 その他地域

R2補正～

実装（森林クラウドへ情報反映・運用）

全工程（作業システム）の検証工程ごとの技術検証

各種デモンストレーション・実演会等
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検証：改良段階 検証：改良段階 検証：改良段階 一部実装

検証：改良段階 検証：改良段階 検証：一部実装 検証：実装

検証：試作段階

検証：試作段階 検証：改良段階 一部実装

検証：改良段階 検証：一部実装 検証：一部実装

検証：試作段階 改良後、検証を再検討

-

試作段階（国） 検証：改良段階

検証：改良段階 検証：改良段階 検証：一部実装 検証：実装

路網設計支援システム
大径材対応フェラーバンチャ

ロングリーチ伐倒機
ラジコン式伐倒作業車
ICTハーベスタ
グラップルソー

アシストウインチシステム
情報通信技術
無線安全管理システム

自動走行フォワーダ
高速フォワーダ
架線式グラップル

木材検収システム
VR式クレーントラック

多目的造林機械
クラッシャアタッチメント

苗木等運搬ドローン

薬剤散布用ドローン
リモコン式草刈り機

四足歩行ロボ（SPOT）
自動植栽機

苗木運搬電動クローラ

検証技術 例
ゴシック：検証中

斜 体：未検証

検証：試作段階 検証：改良段階 検証：一部実装

検証：改良段階 検証：一部実装 検証：一部実装

自動枝打ち機

検証：改良段階

検証：一部実装

検証：一部実装

検証：試作段階

一部実装

検証：実装

検証：実装

検証：実装

検証：一部実装

検証：一部実装

検証：一部実装

▼検証機械例（斜体：未検証）


